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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　　　Ｌ字型にほぼ２面体となるように一体成型し開閉自在とした、２枚の長方形の
板の外側の長辺の一方のほぼ端と、その相対するもう１枚の長辺の端それぞれに取っ手を
設け、さらに、２枚の長方形の板の外側の長辺のほぼ中央付近に取っ手を設け、その相対
するもう１枚の長辺のほぼ中央付近にそれぞれ取っ手を設け計４箇所に取っ手を設けたこ
とを特徴とする雪かき用具。
【請求項２】
　　　　長方形の板の少なくとも一個面を雪との摩擦抵抗を少なくするために、波状凹凸
部を形成した請求項１に記載の雪かき用具。
【請求項３】
　　　　Ｌ字型にほぼ２面体一体成型し開閉自在とした、２枚の長方形の板の最初に積雪
に差し込む短辺の先端部の少なくとも一辺に、長方形の板の面とほぼ水平に太陽光パネル
などのガラス面にキズをつけにくい、ブラシやスポンジなどの軟質部材を形成した請求項
１から２のうちいずれか一項に記載の雪かき用具。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　　　本発明は、屋根の雪下ろし作業に、使用する雪かき用具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　　　従来、屋根の雪下ろし作業では、ショベルやスノーダンプなどが主な雪かき用具で
あった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　　　　ショベルを使用する場合、屋根の軒先から徐々に中央部に進み、軒先より先の地
表に向かって雪を掬い上げ投下するという作業の連続でした。積った雪を遠くへ投下する
には、相当な体力を消耗し、疲れが非常に増大する重労働であった。
【０００４】
　　　　また、スノーダンプを使用する場合、屋根の軒先を徐々に雪下ろしをやり、さら
に中央部の雪を掬い上げ、軒先までスノーダンプで移動し、雪を投下するという作業の連
続であった。
【０００５】
　　　　屋根の雪下ろし作業での事故が一番発生し易い場所は、軒先付近である。なぜな
らば、作業者自身が立っている位置から、地表を見ていると、軒先の先端が地表の雪と同
じく白い色のため、境界が大変わかりづらい。そして、天候の急変や、雪下ろし作業時間
が長くなるにつれて、手や足が非常に冷たくなり感覚が麻痺するようになり、疲労が増大
する。そのため、注意散漫や足のもつれなどにより、落下事故などが大変多く発生し、毎
年死亡事故や大けがのような、重大事故が発生していた。
【０００６】
　　　　そのために、次のような問題点があった。
(イ)ショベルで屋根の雪下ろし作業をする場合、屋根の除雪位置により軒先より遠くの地
表に向かって、投下する作業の連続となり、大変重労働の連続であった。そして、軒先位
置にて作業する場合、軒先の先端が地表の雪と同じく白い色のため、境界が大変わかりづ
らく、足を踏みはずしたり、下手すると作業者自身の体重と雪の重量が、いっしょに軒先
に荷重として一気にかかるため、軒先の破損事故により、地表に落下するという事故が多
発していた。そのため、毎年死亡事故や大けがのような、重大事故が発生していた。さら
に、一回当たりの投下容量は少量であり、長時間の作業時間を要し、効率が非常に悪かっ
た。また、ショベルで縦に雪に切れ込みを入れる時に、瓦などの屋根材を割ったりする破
損事故が多発し、雪解け後に屋根の修理費用が、必要となり多大なる出費となった。
【０００７】
　　　(ロ)スノーダンプで屋根の雪下ろし作業をする場合、一番危険な軒先と除雪位置と
の往復作業の連続となる。そして、軒先にて雪を投下するときには、スノーダンプをグィ
と強く押し出して排雪するため、スノーダンプと共に地表に落下する危険があった。
　また、軒先の先端が地表の雪と同じく白い色のため、境界が大変わかりづらく、足を踏
みはずしたり、下手すると作業者自身の体重とスノーダンプと雪の重量が、いっしょに軒
先に荷重として一気にかかるため、軒先の破損事故により、地表に落下するという事故が
多発していた。このように、毎年死亡事故や大けがのような、重大事故が発生し、命がけ
の作業であった。さらに、一回当たりの投下容量はショベルの四倍程度の容量であり、長
時間の作業時間を要し、効率が非常に悪かった。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　　　　例えば、長さ１８０センチメートル前後、幅６５センチメートル前後、厚さ０.
３センチメートル前後の長方形の二枚の板の長辺底部に開閉連結部材具を用いて開閉自在
に組み合わせ、雪おろし作業のために取っ手を長方形の板に複数個所取り付けたことを特
徴とする雪かき用具。
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【発明の効果】
【０００９】
　　　　本発明は、長さ１８０センチメートル前後、幅６５センチメートル前後、厚さ０
．３センチメートル前後の大きさのため、作業者の位置が、屋根の上における一番危険な
軒先位置より、１８０センチメートル前後屋根の中央付近で作業できるため、安全で、か
つ、従来行っていた雪を掬い上げ、投下するという重労働ではなく、雪かき用具の上をす
べらせて、落下させるという、作業内容に変わるため、屋根の雪下ろし作業が、安全に、
かつ、楽に作業出来るものである。
【００１０】
　　　　また、屋根の上で、今までのような、ショベル・スノーダンプなどの雪下ろし作
業より、五倍から二倍前後の大容量の雪を下ろすことが可能となる。そのため、同一面積
の雪下ろし作業の場合、安全で、かつ、短時間で作業を終了することが、出来るものであ
る。
【００１１】
　　　　さらに、ショベルで縦に雪に切れ込みを入れる時のように、瓦などの屋根材を割
ったりする破損事故が皆無に近くなる。そこで、雪解け後に屋根の修理費用が、必要とな
ることも、皆無に近く大変経済的効果が高いものである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　　　　以下、本発明の実施の形態を説明する。
【実施例１】
【００１３】
　　　（イ）例えば、図１で示したように、長さ１８０センチメートル前後、幅６５セン
チメートル前後、厚さ０．３センチメートル前後の長方形の板(１)二枚において、四個の
長辺に強度を増し、取っ手(４)を設け易くするため縁Ａ(２)を形成する。
　　　（ロ）二枚の板を折りたたんだり、広げたり出来るように、長辺同士を四個の蝶番
(３)で連結する。
　　　（ハ）長方形の板(１)と、もう一方の長方形の板(１)の、外周の長辺の縁Ａ(２)の
中央付近と先端付近の両方に、四個の取っ手(４)を設ける。
【実施例２】
【００１４】
　　　（イ）例えば、図２と図３で示したように、長さ１８０センチメートル前後、幅６
５センチメートル前後、厚さ０．３センチメートル前後の長方形の板(１)二枚において、
外側となる二個の長辺に強度を増し、取っ手(４)を設け易くするため縁Ａ(２)を形　成す
る。
　　　（ロ）二枚の板を折りたたんだり、広げたり出来るように、長辺同士をゴム等の弾
性部材の帯部(５)で連結して設け、その弾性部材の帯部(５)の表面を、雪との摩擦を少な
くしてすべりをよくするため、長方形の板(１)と重なる部分のみ、小板(６)で覆い貼り合
わせる。
　　　（ハ）長方形の板(１)と、もう一方の長方形の板(１)の、外周の長辺の縁Ａ(２)の
中央付近と先端付近の両方に、四個の取っ手(４)を設ける。
【実施例３】
【００１５】
　　　（イ）例えば、図４で示したように、 長さ１８０センチメートル前後、幅６０セ
ンチメートル前後、厚さ０．３センチメートル前後の長方形の板(７)と、もう一方の長さ
１８０センチメートル前後、幅７０センチメートル前後、厚さ０．３センチメートル前後
の長方形の板(８)、さらに、長さ１８０センチメートル前後、幅５５センチメートル前後
、厚さ０．３センチメートル前後の長方形の板(９)三枚の板において、長方形の板(７)と
長方形の板(９)の長辺に、強度を増し取っ手(４)を設け易くするため縁Ａ(２)を形成　す
る。また、長方形の板(７)と長方形の板(９)のどちらか一方の短辺にも、強度を増し取っ
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手(４)を設け易くするため縁Ａ(２)を形成する。さらに、長方形の板(７)と接する長方形
の板(８)の長辺にも、強度を増し取っ手(４)を設け易くするため縁Ａ(２)を形成する。長
方形の板(７)と 長方形の板(８)を、折りたたんだり、広げたり出来るように、長辺同士
を四個の蝶番(３)で連結する。
【００１６】
　　　（ロ）長方形の板(８)と長方形の板(９)の接する長方形の板(８)の長辺にのみ、長
方形の板(８)の上に長方形の板(７)を折りたたんで、さらに、その上に長方形の板(９)を
折りたためるように、高さを高く形成した縁Ｂ(１０)を設け、長方形の板(８)と長方形の
板(９)を折りたたんだり、広げたり出来るように、長辺同士を四個の蝶番(３)で連結する
。
　　　（ハ）長方形の板(７)と、もう一方の長方形の板(９)の短辺の縁Ａ(２)の、上部　
付近に、一個づつ取っ手(４)を設ける。
【実施例４】
【００１７】
　　　（イ）例えば、図５と図６で示したように、合成樹脂を一体成型にて、長さ１８０
センチメートル前後、幅３０センチメートル前後、厚さ０．３センチメートル前後の長方
形の板(１１)四枚を縦に並べて形成し、外側となる両端の長方形の板(１１)の、外周長　
辺に強度を増し取っ手(４)を設け易くするため縁Ａ(２)を形成する。さらに、その縁Ａ(
２)の中央付近と、どちらか一方の先端付近の両方に、四個の取っ手(４)も形成する。
また、その四枚の板は、それぞれの長辺を薄い合成樹脂の一体成型の帯部(１２) に形成
する。そして、その薄い合成樹脂の一体成型の帯部(１２)は、その一体成型の帯部(１２)
のほぼ中心を軸として、板を折りたたんだり、広げたり出来るように、すきまを開けて薄
い合成樹脂の一体成型の帯部(１２)を形成する。
【実施例５】
【００１８】
　　　　（イ）例えば、図７で示したように、長さ１８０センチメートル前後、幅６５セ
ンチメートル前後、厚さ０．３センチメートル前後の長方形の板(１)と、もう一方の長さ
１８０センチメートル前後、幅６５センチメートル前後、厚さ０．３センチメートル前後
の長方形の板(１)の、表面と裏面の四面に長辺と略平行に雪との摩擦抵抗を少なくするた
めの凸状部(１３)を一個面毎に二本づつ形成し、さらに、全長辺にのみ、強度を増し取っ
手(４)を設け易くするため縁Ａ(２)を形成する。二枚の板を折りたたんだり、広げたり出
来るように、長辺同士を四個の蝶番(３)で連結する。
　　　（ロ）長方形の板(１)と、もう一方の長方形の板(１)の長辺の縁Ａ(２)の、中央付
近と、どちらか一方の先端付近の両方に、四個の取っ手(４)を設ける。
【実施例６】
【００１９】
　　　（イ）例えば、図８で示したように、長さ１８０センチメートル前後、幅６５セン
チメートル前後、厚さ０．３センチメートル前後の長方形の板(１)と、もう一方の長さ１
８０センチメートル前後、幅６５センチメートル前後、厚さ０．３センチメートル前後の
長方形の板(１)の、表面と裏面の四個面に雪との摩擦抵抗を少なくし、かつ、積雪に突き
刺して雪かき用具(１６)の上にのせた雪のかたまりが、ひとつひとつの波状の凹凸により
左右にくずれにくくし、さらに、波状の凹凸に沿って直進性が増し排雪方向を自在に変更
出来るように、長辺と略平行に波状の凹凸部 を一個面毎に形成する。そして、全長辺に
のみ、強度を増し取っ手(４)を設け易くするため縁Ａ(２)を形成し、二枚の板を折りたた
んだり、広げたり出来るように、長辺同士を四個の蝶番(３)で連結する。
　　　（ロ）長方形の板(１)と、もう一方の長方形の板(１)の長辺の縁Ａ(２)の、中央付
近と、どちらか一方の先端付近の両方に、四個の取っ手(４)を設ける。
【実施例７】
【００２０】
　　　（イ）例えば、図９で示したように、長さ１８０センチメートル前後、幅６５セン
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チメートル前後、厚さ０．３センチメートル前後の長方形の板(１)と、もう一方の長さ１
８０センチメートル前後、幅６５センチメートル前後、厚さ０．３センチメートル前後の
長方形の板(１)の、全長辺にのみ、強度を増し取っ手(４)を設け易くするため縁Ａ(２)を
形成し、二枚の板を折りたたんだり、広げたり出来るように、長辺同士を四個の蝶番(３)
で連結する。
　　　（ロ）長方形の板(１)と、もう一方の長方形の板(１)の長辺の縁Ａ(２)の、中央付
近と、どちらか一方の先端付近の両方に、四個の取っ手(４)を設ける。
　　　（ハ）長方形の板(１)と、もう一方の長方形の板(１)の取っ手(４)の設けていない
二個の短辺にのみ、短辺の先端部に長方形の板(１)の面とほぼ水平にブラシ(１５)を形成
する。
　　　本発明は、以上のような構成である。
【００２１】
　　　　本発明を使用するときは、例えば屋根の左隅の積雪(１７)の部分より、右へ除雪
を開始する場合、最初に本発明の雪かき用具(１６)の端にある左右の取っ手(４)を、両手
で肩幅程度に広げて持つ。
【００２２】
　　　　次に、雪かき用具(１６)の右側に長方形の板(１)(７)(１１)及び、波状の凹凸部
の板(１４)を略垂直に立て、長方形の板(１)(７)(１１) 及び、波状の凹凸部の板(１４)
の一番上部が積雪(１７)の中より少しだけ顔を出しながら、脇の積雪(１７)を割くように
して切れ込みを入れる。かつ、長方形の板(１)(７)(１１) 及び、波状の凹凸部の板(１４
)は少し先端が手前より斜め前方に下がるようにする。
【００２３】
　　　　さらに、長方形の板(１)(９)(１１) 及び、波状の凹凸部の板(１４)の左側長辺
が積雪(１７)の中より顔を出すようにして、屋根の隅の積雪(１７)のかたまりへ突き刺し
、そのまま、雪かき用具(１６)を前方に押し出す。雪かき用具(１６)の先端が積雪(１７)
のかたまりより少し顔を出すと、雪かき用具(１６)の上部分に乗っている雪のかたまりは
、長方形の板(１)(８)(１１) 及び、波状の凹凸部の板(１４)により下の積雪(１７)と切
り割かれ、かつ、長方形の板(１)(７)(９)(１１) 及び、波状の凹凸部の板(１４)により
、脇の積雪(１７)と切り割かれて、独立した雪のかたまりとなるため、雪かき用具(１６)
の上を、自然にすべり出し雪かき用具(１６)の先端の位置より、地表に向かって落下する
。
　　　　　以上の要領にて、徐々に右の積雪(１７)のかたまりをめがけて、同様の作業を
くり返す。
【００２４】
　　　　また、右に進めて雪下ろしをする場合には、長方形の板(１)(７)(１１) 及び、
波状の凹凸部の板(１４)は必ず右側に略垂直に立てて、積雪(１７)のかたまりへ突き刺し
、積雪(１７)に切れ込みを入れるという役目がある。
　　　　また、左に進めて雪下ろしをする場合には、長方形の板(１)(９)(１１) 及び、
波状の凹凸部の板(１４)は必ず左側に略垂直に立てて、積雪(１７)のかたまりへ突き刺し
、積雪(１７)に切れ込みを入れるという役目がある。左右どちらの方向でも、左右の長方
形の板(１) (７) (９) (１１) 及び、波状の凹凸部の板(１４)の取っ手を持ち替えること
により自在であり、表面と裏面をひっくり返すことで、両面が使用出来、耐久性も増し経
済的にも価値が高まる
【００２５】
　　　　また、雪を落とす場所を考えながら、雪かき用具(１６)の押し出す長さを、屋根
の先端より遠くへ長く前方まで押し出すと、より遠くの先の方に雪がすべり落ち、雪かき
用具(１６)の押し出す長さを、短くして押し出すと、すぐ手前に雪がすべり落ちる。この
ように雪かき用具(１６)を、屋根の先端より押し出す長さを調整することにより、雪を落
とした後の、地表での二度目の排雪の総量が少なくなり、作業効率が飛躍的に高まる。
【００２６】
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　　　　また、図７に示したように、長方形の板(１)の面に凸状部(１３)を形成すること
により、雪のかたまりが長方形の板(１)の面の上に乗っても、接触面積が少なくなるため
、摩擦が少なくなり雪がすべりやすくなる。そして、下の積雪(１７)面も同様に接触面積
が少なくなるため、摩擦が少なくなり雪がすべりやすくなり、ひいては、雪が落下しやす
くなる。
【００２７】
　　　　また、図８に示したように、波状の凹凸部の板(１４) を形成することにより、
長方形の板(１)の面に凸状部(１３)を形成するよりも、積雪(１７)のかたまりが長方形の
板(１)の面の上に乗っても、さらに接触面積が少なくなるため、摩擦が少なくなり雪がす
べりやすくなる。そして、下の積雪(１７)面も同様に接触面積が少なくなるため、摩擦が
少なくなり雪がすべりやすくなり、ひいては、雪が落下しやすくなる。                
         さらに、積雪(１７)のかたまりに切れ込みを入れ、落下させるまでの作業の間
、雪かき用具が左や右にブレても、波状の凹凸部の板(１４)の、ひとつひとつの凹凸が雪
のかたまりを支えるため、雪のかたまりが崩れにくくなる。さらに、波状の凹凸に沿って
直進性が増し排雪方向を自在に変更出来るようになり、作業効率が高くなるという効果が
生まれる。
【００２８】
　　　　さらに、図１に示したように、屋根の中央部分の積雪(１７)のかたまりについて
は、雪かき用具(１６)の中央付近にある、左右の長方形の板(１)の取っ手(４)を両手で持
ち、長方形の板(１)は略垂直に立てたまま、屋根の中央部分の積雪(１７)のかたまりに、
長方形の板(１)の一番上部が積雪(１７)の中より少しだけ顔を出すようにして、脇の積雪
(１７)を割くようにして切れ込みを入れる。そして、長方形の板(１)は少し先端が斜め前
方に下がるようにする。
【００２９】
　　　　さらに、もう一方の長方形の板(１)の長辺が積雪(１７)の中より顔を出すように
して、積雪(１７)のかたまりへ突き刺し、作業者自ら雪かき用具(１６)を引き下ろしなが
ら、かつ、雪のかたまりをすべらせながら、地表へ投下する。
　　　　以上の要領にて、徐々に右または、左の積雪(１７)のかたまりをめがけて、同様
の作業をくり返す。
【００３０】
　　    また、図９に示したように、雪かき用具(１６)の短辺の先端部に、ブラシ（１５
)等を形成することにより、作業者が上に上がると割れる、屋根の上の太陽光パネルなど
の除雪にも、破損することなく除雪できるため、大変効果がある。
【００３１】
　　　　また、前記実施例では、合成樹脂製の板と縁と取っ手を用い、蝶番は金属製で構
成したが、これに限らず、ステンレスやアルミニウムや鉄等の金属製の板、縁、取っ手な
どに用いてもよく、表面を樹脂等でコーティングしてもよい。
【００３２】
　　　　さらに、前記実施例では、蝶番は金属材で構成したが、これに限らず、合成樹脂
で、板、縁、蝶番、取っ手、ブラシを一体成型し、蝶番を嵌め込むようにしてもよい。さ
らに、合成樹脂の長方形の板と長方形の板の長辺同士を肉厚を薄くして溝部や切り込み部
として接続部を設け、蝶番の替わりに折り曲げたり、回転させたり出来るようにしてもよ
い。
【００３３】
　　　　また、合成樹脂板の中に、金属、樹脂、布、ゴム等弾性体などの、網や板や帯等
を、混入したり、合成樹脂板と合成樹脂板の間に金属、樹脂、布、ゴム等弾性体などの板
や網や帯を挟んで、一枚の板状として利用してもよい。
　　　　さらに、ブラシ部分のみ一体成型し、短辺の先端部に、着脱自在に嵌め込むよう
にしてもよい。
【図面の簡単な説明】
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【００３４】
【図１】本発明の実施例１の斜視図
【図２】本発明の実施例２の斜視図
【図３】本発明の実施例２の拡大側面図
【図４】本発明の実施例３の斜視図
【図５】本発明の実施例４の斜視図
【図６】本発明の実施例４の拡大側面図
【図７】本発明の実施例５の裏面斜視図
【図８】本発明の実施例６の裏面斜視図
【図９】本発明の実施例７の斜視図
【図１０】本発明の使用状態を示す側面図
【図１１】本発明の使用状態を示す斜視図
【符号の説明】
【００３５】
　　　　　　　　１　　長方形の板
　　　　　　　　２　　縁Ａ
　　　　　　　　３　　蝶番
　　　　　　　　４　　取っ手
　　　　　　　　５　　弾性部材の帯部
　　　　　　　　６　　小板
　　　　　　　　７　　長方形の板
　　　　　　　　８　　長方形の板
　　　　　　　　９　　長方形の板
　　　　　　　　１０　縁Ｂ
　　　　　　　　１１　長方形の板
　　　　　　　　１２　一体成型の帯部
　　　　　　　　１３　凸状部
　　　　　　　　１４　波状の凹凸部の板
　　　　　　　　１５　ブラシ
　　　　　　　　１６　本発明の雪かき用具
　　　　　　　　１７　積雪
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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【図９】

【図１０】

【図１１】
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